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議会広報委員会Ｎｏ．３８９

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

農
産
物
直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

継
続
審
議

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
及
び

運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

展
望
台
に
つ
い

て
、
早
急
に
具
体
的
な
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い

■
調
査
期
日　

７
月
27
日

■
調
査
事
項

橋
梁
及
び
河
川
改
修
工
事
等
の
施

工
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

10
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
選
挙

を
行
い
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

　
　

高
橋　

康
詞　

氏
（
再
）

　
　

石
橋　

裕
司　

氏
（
再
）

　
　

渡
邊　

俊
成　

氏
（
再
）

　
　

鵜
飼　

孝
志　

氏
（
再
）

○
同
補
充
員

　
　

斎
藤　

克
司　

氏
（
再
）

　
　

川
上　

英
樹　

氏
（
再
）

　
　

四
辻　

光
子　

氏
（
再
）

　
　

松
田　
　

力　

氏
（
再
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の

　

任
命
に
つ
い
て

　
　

垣
原　

智
章　

氏
（
新
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て

　
　

渡
邊　

靖
範　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

高
橋　

孝
行　

氏
（
再
）

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
深
川
市
ほ
か
４
町
介
護
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

○
北
空
知
障
が
い
支
援
区
分
認
定

審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
令

和
４
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
中
村

尚
一
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

意
見
書
提
出

原
案
可
決

認
定

選
挙
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９
月
13
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

尾
﨑
議
員

　

地
域
ぐ
る
み
の
有
機
農
業
の
推

進
を
農
水
省
が
支
援
す
る
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
る
。「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
一
環
で
実

施
計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
交
付
金

が
受
け
ら
れ
る
。
農
業
経
営
の
安

定
・
移
住
者
の
獲
得
・
ま
た
各
地

で
目
指
す
有
機
給
食
実
現
に
も
繋

が
る
。

　
「
安
心
・
安
全
な
産
物
」
を
謳
う

北
竜
町
が
北
空
知
で
率
先
し
て
取

り
組
み
を
実
践
し
、
リ
ー
ド
す
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ら
れ
る

か
、
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

現
在
化
学
肥
料
価
格
に
お
い
て

も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有

尾
﨑
議
員

　

地
域
の
公
共
交
通
対
策
に
苦
慮

す
る
中
で
は
あ
る
が
、
中
学
校
５

校
（
秩
父
別
・
沼
田
・
妹
背
牛
・

雨
竜
・
北
竜
）が
合
併
し
た
野
球
部
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
部
活
動
に
お

い
て
、
保
護
者
の
送
迎
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
過
疎
少
子
化
に
悩
む
町

で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
教
育
の

一
環
で
あ
る
部
活
動
の
保
護
者
送

迎
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策

を
お
願
い
し
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

現
在
卓
球
部
を
除
く
野
球
部
・

バ
レ
ー
部
・
吹
奏
楽
部
の
部
活
動

機
質
肥
料
へ
の
転
換
が
推
進
さ
れ

て
い
る
が
、
有
機
農
業
に
お
け
る

生
産
者
の
負
担
や
生
産
コ
ス
ト
の

割
高
、
収
量
減
少
等
の
課
題
が
あ

り
、
ま
た
消
費
者
に
は
農
用
地
の

景
観
や
生
産
に
係
る
生
活
環
境
へ

の
影
響
や
、
虫
食
い
や
不
揃
い
野

菜
を
選
択
す
る
か
等
、
生
産
か
ら

消
費
ま
で
の
循
環
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
町
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
い
て
は
、
集

落
等
近
隣
者
の
理
解
、
更
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
農
業
者

の
意
識
・
意
欲
、
農
業
者
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
前
提
と
な
り
、

そ
こ
に
行
政
の
支
援
を
組
み
合
わ

せ
た
取
り
組
み
が
整
う
中
で
宣
言

が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

が
近
隣
校
と
の
合
同
編
成
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
練
習
場
所
ま
で
の
送

迎
は
本
町
で
の
練
習
日
以
外
は
保

護
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
本
町
の
み
な

ら
ず
北
空
知
関
係
市
町
に
お
い
て

も
共
通
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
度
よ
り
北
空
知
圏
振
興
協
議

会
教
育
部
会
に
お
い
て
検
討
事
項

と
し
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
引
き

続
き
生
徒
た
ち
が
活
動
で
き
る
環

境
の
整
備
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

井
口
教
育
課
長

　

過
疎
少
子
化
に
よ
る
活
動
制
限

の
あ
る
公
立
中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
、
令
和
５
年
か
ら
７
年
ま

で
、
休
日
に
お
け
る
対
策
推
進
期

間
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、

学
校
が
担
っ
て
い
た
業
務
を
段
階

的
に
地
域
に
移
行
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

年
度
内
に
２
回
協
議
が
あ
り
、

地
域
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
や
指

導
者
の
確
保
な
ど
大
き
な
共
通
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
部
活
動
送
迎

に
関
し
て
も
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
協
議
の
提
案
を
し

て
い
く
。

尾
﨑
議
員

　

送
り
は
出
来
な
く
て
も
せ
め
て

迎
え
だ
け
は
週
一
で
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
で
き
な
い
か
。
ま
た
は
、

専
用
車
や
運
転
手
付
き
の
送
迎
車

を
長
期
的
に
考
え
準
備
す
る
だ
け

の
予
算
と
し
て
は
如
何
か
。
小
学

校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
各
種
試

合
や
発
表
会
に
十
分
活
躍
出
来
る

と
思
う
の
で
お
願
い
し
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

地
域
で
部
活
の
指
導
者
は
あ
る

が
、
送
迎
に
関
し
て
補
助
金
は
つ
い

て
お
ら
ず
、
保
護
者
送
迎
が
基
本
で

あ
る
。
送
迎
が
困
難
な
場
合
は
ハ
イ

ヤ
ー
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る
が
予

算
が
必
要
な
た
め
、
教
職
員
や
教
育

委
員
会
職
員
等
も
出
動
す
る
こ
と

も
含
め
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

あ
る
時
代
か
ら
輸
入
さ
れ
た
野

菜
の
安
さ
に
つ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
生
産
者
に
は
価
格
を
保
証
し
、

消
費
者
に
は
価
値
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
努
力
を
し
、
地
場
産
「
農

業
の
基
本
に
戻
る
」
と
い
う
方
向

を
見
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

生
産
者
に
理
解
を
い
た
だ
き
、

農
業
振
興
協
議
会
の
専
門
委
員
と

対
策
を
し
、
有
機
給
食
に
つ
い
て

も
深
川
市
を
含
め
た
給
食
委
員
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

中
学
校
部
活
動
の
送
迎 

に
つ
い
て
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木
村
議
員

　

新
展
望
台
に
つ
い
て
は
、
資
材

高
騰
等
で
建
設
を
延
期
し
て
い
る

が
、
今
後
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

展
望
台
の
建
設
を
考
え
て
い
る
の

か
。
ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備
計
画

と
合
わ
せ
て
、
周
辺
の
観
光
資
源

を
有
効
に
活
用
出
来
る
よ
う
年
次

計
画
を
立
て
、
観
光
振
興
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
や
各
施

設
等
と
の
連
携
が
出
来
る
よ
う
に
、

道
路
と
周
辺
の
環
境
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
展
望
台
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

先
行
き
の
見
え
な
い
経
済
状
況
の

中
、
ま
た
、
資
材
高
騰
等
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
良
い
か
検

討
中
で
あ
る
。

　

展
望
台
単
独
で
の
建
設
を
実
施

す
る
場
合
に
は
、
補
助
事
業
等
で

の
効
果
項
目
の
ク
リ
ア
が
難
し
く
、

整
備
す
る
に
は
町
の
単
独
予
算
で

寺
垣
議
員

　

平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た

佐
藤
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望
台
に
つ

い
て
は
当
初
の
建
設
費
用
の
高
騰

に
よ
り
、
計
画
自
体
を
見
直
し
検

討
中
と
の
事
で
あ
り
、
今
後
数
年

間
は
期
間
を
要
す
る
と
思
う
が
、

２
年
間
設
置
さ
れ
た
仮
設
展
望
台

で
使
用
さ
れ
た
足
場
で
は
不
十
分

と
思
う
。

　

今
の
仮
設
展
望
台
と
高
さ
は
同

じ
程
度
で
広
さ
は
３
倍
程
度
の
規

模
と
し
、
幼
児
・
高
齢
者
、
特
に

足
の
不
自
由
な
方
、
車
椅
子
で
の

観
覧
車
に
対
応
し
た
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
た
仮
設
展
望
台

を
作
る
べ
き
と
思
う
が
、
提
案
し

て
い
る
仮
設
展
望
台
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か
伺
う
。

の
執
行
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
現
在
各
団
体
等
か
ら
、

ベ
ー
ス
が
土
盛
り
で
、
車
椅
子
で

も
乗
降
出
来
る
ス
ロ
ー
プ
の
展
望

台
や
、
飲
食
、
物
販
施
設
と
連
携

し
た
展
望
台
の
提
案
等
が
有
り
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
ひ
ま
わ
り
の
里
の
整
備

計
画
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
や
各
施
設
、
設
備
と
の
連
携
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら

れ
、
有
効
活
用
が
出
来
る
様
な
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
再
配
置
計
画
等
と
共
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

木
村
議
員

　

建
設
費
の
大
幅
な
高
騰
も
あ
る

の
で
、
新
展
望
台
は
高
さ
１
／
３

程
度
、
建
設
費
は
１
／
４
程
度
と

し
、例
え
ば
１
階
は
物
品
等
の
格
納
、

２
階
を
展
望
台
に
し
、
階
段
と
併

せ
て
、
車
椅
子
で
利
用
出
来
る
ス

ロ
ー
プ
付
き
の
設
計
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
向
け
て
予
算

北
竜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
想
定
さ

れ
た
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
コ

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
展
望
台
に
つ

い
て
は
、
数
年
前
よ
り
仮
設
で
の

設
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

先
行
き
の
見
え
な
い
経
済
状
況

の
中
、
ま
た
、
資
機
材
の
高
騰
等

に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計

画
に
あ
る
新
展
望
台
建
設
に
つ
い

て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。
従
来
検
討
し
て
き
た

隈
研
吾
事
務
所
の
設
計
の
展
望
台

に
つ
い
て
は
一
旦
白
紙
に
戻
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

　

展
望
部
分
が
今
の
３
倍
程
度
、

車
い
す
で
上
り
下
り
が
で
き
る
土

台
の
ス
ペ
ー
ス
を
、
以
前
全
員
協

議
会
の
中
で
も
話
題
に
上
っ
た
土

盛
タ
イ
プ
の
仕
様
も
含
め
検
討
す

る
と
、
概
算
１
，
５
０
０
万
円
程

で
整
備
で
き
る
と
思
う
が
、
こ
れ

が
良
い
の
か
も
含
め
議
論
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
産
業
課
・
建
設
課

と
一
体
に
な
っ
て
現
場
を
見
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

何
よ
り
も
ひ
ま
わ
り
の
里
に
来

園
し
て
い
た
だ
く
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
満
足
の
で
き
る
も

の
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

措
置
が
出
来
る
よ
う
に
12
月
定
例

会
に
は
方
針
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
の
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
て
、

新
展
望
台
に
つ
い
て
は
白
紙
に
戻

し
、
内
部
で
充
分
検
討
し
12
月
定

例
会
に
は
方
針
を
示
し
た
い
。

木
村
議
員

今
後
の
ひ
ま
わ
り
の
里
等
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

寺
垣
議
員

北
竜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
藤
議
員

仮
展
望
台
の
設
置
に
つ
い
て
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中
村
議
員

　

佐
野
町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
２
月
、
当
時
現
職
の
町

長
と
選
挙
戦
を
勝
ち
抜
い
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
２
期
を
無
投
票
に
よ
り
当

選
さ
れ
、
間
も
な
く
12
年
を
経
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
３
期
の
実
績
、

成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

佐
野
町
長

　

12
年
間
、
職
員
の
協
力
と
議
員

各
位
の
理
解
に
よ
り
取
り
進
め
て

き
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
農
産

物
直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜
・
商

業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
・
保
育
所

の
建
設
等
や
改
善
セ
ン
タ
ー
、
消

防
庁
舎
・
北
竜
温
泉
の
大
改
修
を

行
っ
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
全
国

で
初
め
て
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
対
策
、
地
方
創
生
民
間
企
業
と

の
連
携
に
よ
り
ひ
ま
わ
り
油
の
再

生
を
行
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で

は
８
年
連
続
３
億
円
を
超
え
て
い

る
。
子
育
て
支
援
で
は
保
育
料
や

学
校
給
食
費
の
無
償
化
等
を
行
い

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
全
町
設

置
も
さ
れ
た
。
老
朽
化
施
設
の
再

配
置
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
。
次

代
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
観

光
大
使
や
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の

委
嘱
を
行
い
、
北
竜
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

北
海
道
町
村
会
の
副
会
長
、
空

知
町
村
会
の
会
長
な
ど
も
担
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
体
調
の
こ
と
も
あ
り
、

後
援
会
と
も
相
談
し
来
年
の
町
長

選
に
は
出
馬
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

中
村
議
員

　

数
多
く
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て

き
て
お
り
、
特
筆
さ
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
ご
勇
退
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や

れ
る
と
も
思
い
ま
す
が
、
今
後
、

ど
な
た
か
に
後
継
指
名
を
さ
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

佐
野
町
長

　

後
継
指
名
と
い
う
こ
と
は
特
段

考
え
て
い
な
い
。
次
を
担
う
候
補

者
が
立
起
し
て
ほ
し
い
し
、
複
数

の
場
合
に
は
公
平
に
、
一
人
の
場

合
は
全
力
で
応
援
す
る
。

中
村
議
員

　

12
月
の
定
例
会
も
あ
り
、
２
月

ま
で
任
期
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
当
時
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
。
今
後
の
北
竜

町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
具

体
的
な
対
策
を
理
事
者
に
伺
う
。

佐
野
町
長

　

令
和
５
年
９
月
１
日
現
在
の
北

竜
町
の
人
口
が
１
，
６
５
５
人
で

あ
り
、
人
口
減
少
が
２
年
ほ
ど
進

ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

一
番
の
要
因
は
、
死
亡
数
が
予

想
を
上
回
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

町
で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
地
方
創
生
推
進
事
業「
未

来
に
咲
き
誇
る
北
竜
ひ
ま
わ
り
商

社
（
仮
称
）
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
い
て
、

○
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
観
光
の
強
化

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

○
農
業
及
び
観
光
を
主
軸
と
し
た

雇
用
拡
大
の
促
進

○
雇
用
安
定
化
に
よ
る
婚
姻
促
進

と
出
産

○
子
育
て
へ
の
支
援

○
定
住
生
活
環
境
の
整
備
及
び
移

住○
交
流
促
進
に
向
け
た
自
由
環
境

の
整
備

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
資
源
の

磨
き
上
げ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
よ
る
地
域
観
光
拠
点
や
産
直

施
設
の
収
益
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
人
口
流
出
で
不
足
し
て
い

る
労
働
力
に
つ
い
て
も
新
し
い
働

き
方
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
従
前
よ
り
実
施
し
て
い
る

農
業
後
継
者
対
策
、
商
工
支
援
、
子

育
て
支
援
、
定
住
促
進
事
業
は
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

寺
垣
議
員

　

２
０
４
０
年
を
一
つ
の
起
点
と

し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
具
体
的
な

方
策
と
し
て
、
基
幹
産
業
の
米
作

り
農
業
、
観
光
が
あ
る
が
、
ど
の

く
ら
い
本
腰
を
入
れ
て
い
く
の
か
、

議
会
・
行
政
・
町
民
の
総
意
が
求

め
ら
れ
、
対
策
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

佐
野
町
長

　
（
一
社
）
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り

研
究
所
に
協
力
頂
き
、
今
年
の
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
期
間
中
に
学
生
を

中
心
に
、
ウ
エ
ル
・
カ
ル
や
住
宅

に
住
み
北
竜
の
田
舎
の
良
さ
に
つ

い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
頂
い
た
。

　

ま
た
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
を
含
め

た
農
作
業
の
研
修
に
入
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
感
想
を
現
在
集
約
し
て

い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
、
よ
り
一
層
農
業
と
ひ
ま

わ
り
観
光
を
充
実
し
た
町
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員

佐
野
町
長
３
期
の
実
績
と

評
価
に
つ
い
て

【
10
月
】

６
日
…
岩
見
沢
市
開
庁
百
四
十
年
・

市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典

10
日
…
深
川
市
役
所
新
庁
舎
開
庁

式17
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

20
日
…
北
空
知
監
査
委
員
研
修
会

（
監
査
委
員
）

21
日
…
真
竜
小
学
校
学
習
発
表
会

23
日
…
福
岡
県
東
峰
村
視
察

24
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

25
～
26
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

31
日
～
11
月
２
日
…
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
木
村
議
員
）
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【
11
月
】

５
日
…
札
幌
北
竜
祭

８
～
９
日
…
監
査
委
員
・
補
助
職

員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

14
日
…
北
空
知
副
議
長
研
修
会

21
日
…
北
海
道
議
長
会
理
事
会

24
日
…
第
２
回
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
議
会
定
例
会
、

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
総

会28
～
29
日
…
第
67
回
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

令和５年第３回定例会（会期：９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 寺垣 佐藤 木村 尾﨑 松永 中村 佐々木

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

深川市ほか４町介護認定審査会共同設置規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知障がい支援区分認定審査会共同設置規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計補正予算（第２号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
１件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

　

小
さ
な
自
治
体
は
、
今
、
大
き
な
時
代

の
う
ね
り
の
中
で
ど
こ
に
着
地
点
を
見
つ

け
出
し
、
何
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
の
か

と
い
う
方
向
性
を
決
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
一

つ
一
つ
丁
寧
に
お
聞
き
き
し
、
北
竜
イ
ズ

ム
に
満
ち
た
政
策
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
ん
と
な
く
や
れ
れ
ば
良
い
と

い
う
意
識
で
は
豊
富
に
あ
る
北
竜
の
可
能

性
を
活
か
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

町
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
で
あ
り
、

共
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
機
関
で
す
。
政
策

提
案
権
は
町
長
に
あ
り
ま
す
が
決
定
権
は

議
会
に
あ
り
ま
す
。
議
員
に
も
自
ら
の
政

策
に
つ
い
て
の
意
見
発
言
権
が
あ
り
ま
す
。

議
員
は
多
人
数
で
す
か
ら
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
多
く
の
意
見
を
聴
く
数
を
有
し
て
い

ま
す
。
ど
う
か
議
員
各
位
に
ご
意
見
を
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
一
月
末
に
予
定
し
て
い
ま
す
町
長

選
挙
に
伴
い
議
会
議
員
の
再
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
北
竜
町
の
未
来
の
た
め
に
、
議

員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
自
分
な
ん
て
、
で
は
な
く
、

一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
佐
々
木 

康
宏
）
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決算審査特別委員会　　（９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 寺垣 佐藤 木村 尾﨑 松永 中村 佐々木

令和４年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計
歳入歳出決算認定について

○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

○ － ○ ○ ○ － ○

令和４年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ － ○ ○ ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
３件

－
質疑
２件

質疑
９件

質疑
２件

－
質疑
３件

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

■サンフラワーパーク北竜温泉レストランについて
　令和 3 年度決算審査特別委員会では口頭、令和 5
年度予算審査特別委員会では文書により、レスト
ランの調理人採用を始めとする経営改善について
伝えているが、一向に進展が見られない。
　早急な対応と要望をするとともに、今後、総務
産業常任委員会での調査事項として進めていく。

　温泉のレストラン調理員については、関係企業
等にも人材がいないか聞いているが、見つからな
いため、色々話を聞きながら進めていきたい。
　職員の意識改革も進めていくため、毎月の経営
会議でしっかりと伝えたい。

■地域交通対策について
　地域交通については、滝川北竜線が廃止となり
対応を行っているところであるが、来年 3 月末に
は深川線も廃止となる。
　今後の対応として協議されるとのことだが、北
空知圏による検討のみならず、町独自の対策をお
願いしたい。
　特に中学生の部活動の参加についても、生徒の
減少により広域での活動となっているなか、親の
送迎が原則であると思うが、共働き家庭も多く送
ることが難しくなっている現状を踏まえ、地域公
共交通の活用により保護者負担の軽減に対応して
いただきたい。

　中央バス高速留萌号の滝川～北竜～留萌間につ
いても R6.3 末で廃止の予定である。滝川市を中心
に地域公共交通に係る「特区」の計画もある。運
転者不足の問題もあるため、何ができるかシステ
ムを模索していく。

■しらかば並木公園について
　しらかばの成育状況が悪く、数回にわたり植替
えをしている。専門業者にも相談しているようで
あるが、林業試験場に依頼することも必要なので
はないか。
　名称はしらかば並木公園ではあるが場合によって
は、別な木を植えることを検討してみてはどうか。
　また、町内において林業をしている方にアドバ
イザーとして協力をいただくことも有効であるの
ではないか。

　専門機関にも指導をいただきながら保全に努めたい。


